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至関川村

至関川村

至鶴岡市

国道７号 雪崩等点検を実施します
・・・雪崩や落雪等のおそれがないか斜面を点検・・・

■日 時： 平成２５年３月６日（水） １３：１５～１５：３０

（荒天時は中止します）〔集合時間：１３時１５分〕

■場 所： 国道７号 村上市大須戸地区～勝木地区 （詳細は別紙のとおり）

〔集合場所：大須戸除雪ステーション〕

■内 容： 雪崩等危険箇所の道路上からの目視点検

■実施者： 羽越河川国道事務所

独立行政法人 防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター

当事務所では、雪崩や落雪等の災害を未然に防ぐため、毎年雪崩等点検を実施

しています。

今回の点検は、管内の雪崩等危険箇所を点検するとともに、新たな危険箇所の

確認を下記の日程で行います。

※当日取材される方は、現地取材時の注意事項をお伝えしますので事前連絡をお願いします。

雪崩点検のポイント

昨年の雪庇落とし作業状況

（国道７号蒲萄トンネル付近）

点検結果後の対応例柵から雪が「まきだれ」はないか

（国道７号 蒲萄トンネル新潟側坑口上り斜面）

柵の裏（堆雪ポケット）に
雪が埋まっていないか

擁壁から雪が落ちていないか



国道７号の山間部（村上市大須戸～勝木地先(約21km））では、３７箇所の斜面を雪崩
発生の危険性が高い箇所として把握し、特に注意を払い巡回を行っているところです。
これまで、雪崩予防・防止対策として防雪柵等を設置し、雪崩・雪害対策を進めてきま
した。

現在の積雪深は２２２㎝(蒲萄、３月１日現在）を記録し、警戒積雪深（２１０㎝）を
越えており、雪崩発生や防雪柵からの落雪の恐れがあることから、大須戸～勝木地先間
の危険性の高い箇所を重点的に点検します。点検は羽越国道事務所等が実施し、点検結
果を受けて、今後の対応を検討します。

なお、現地取材をされる方は、点検箇所は危険性も高いことから、離れた箇所の国道
上での見学とさせていただきます。

別 紙

集合場所：大須戸除雪ステーション 集合時間：13時15分

【集合場所】

大須戸除雪ステーション

１３時１５分

雪崩等点検区間

至

鶴
岡
市

至

新
潟
市

0

50

100

150

200

250

300
（cm) 蒲萄観測点 積雪深比較 平成24年度

平成22年度【近年最大】

平成18年度【近年最少】

過去10カ年平均

10
１１月

20 10
１２月

20 10
１月
20 10 20

２月
10 20
３月

最大積雪深 ２５３cm
（平成25年2月26日）

警戒積雪深 ２１０cm

注意積雪深 １２６cm


